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ⅡVその他の主な重要鱗麺目害虫

ヤガ科の中では卵｡"#‘γα虎噌馳erdaJ.E.Smith

(fallarmyworm,ツマジロクサヨトウ）及び肋"""s

zeaBoDDiE(cornearworm,アメリカタバコガ）が作物

の大害虫として有名である。両種ともアメリカ大陸に広

く分布し，雑食性である。後者はハワイ諸島に侵入を果
たしている。

EstigmeneacreaDrury(salt-marshcaterpillar.キシ

タゴマダラヒトリ）は北アメリカに広く分布する大形の

ヒトリガ科の一種で，雑食性で野菜，飼料作物，果樹の

葉を暴食し，しばしば大発生すると言われ，もし侵入す

ればアメリカシロヒトリ(1抑ﾙα""jα‘""‘α)並承の被害
が予想される。

PierisbrassicaeL・(largewhitebutterfly,オオモン

シロチョウ）は旧北区温帯に広く分布し，アブラナ科植

物を加害することと形態の点では我が国のモンシロチョ

#(P.rapaecruc伽γα)に近似するが，幼虫は集団で加害

するなど生態面ではかなり異なり，モンシロチョウ以上

の被害を生じる。また成虫は集団での移動も行う。1971

年に南半球のチリに侵入定着し，注目されている。

ハマキガ科ハマキガ亜科ではArgyrotaeniacitrα"α

Fernald(orangetortrix)及びAustroto7"欺加s畑"α"α

Walker(lightbrownapplemoth)が寄主範囲も広く，

リンゴなどバラ科，カンキツ類，ブドウなどの果樹を加

害する。前者は北アメリカに分布し，オレンジの果実に

食入することもある。後者はオーストラリア及びニュー

ジーランドに分布するが，イギリスとハワイ諸島に侵入

している。

メイガ科ではアメリカ大陸に分布しているDiapﾙα"jα

秒α""ataL.(melonworm)及び近縁の，．〃"〃α"s

Stoll(pickleworm)の2種がともにメロン，キュウ

リ，カボチャなどウリ科植物の花，芽，茎及び果実を食

害する。我が国にはウリ類の果実中に食入するメイガ科

害虫は知られていない。

同様にウリ科植物の茎に食入し枯死させるスカシバガ

科の重要害虫としてMe""iacucurbitaeHarris(squash

vineborer)がアメリカ大陸に分布している。

おわりに

以上，とりあえず17種の鱗迩目害虫について触れて

ゑた。これらの害虫は万が一にも我が国に侵入し，か

つ，定着した場合には我が国の農業形態から推察して経

済的に多大な被害を出す恐れがあるため，その侵入を警

戒すべき重要な害虫として考えられるものである。侵入

とは生物の進化過程の一こまであると言われるが，近年

における人間の経済活動に伴う農林害虫の人為的な侵入

の機会は時間的にも距離的にも飛躍的に増大している。

事実，検疫現場では1979～81年の最近3年間の成田空

港だけについてゑても，コドリンガが3回，モモキバガ

が1回いずれも幼虫態で輸入禁止品生果実から発見され

ている。このように人為的な害虫の侵入に対しては，や

はり人為的な侵入防止策としての検疫が有効であり，そ

の実効を高めるにはマークすべき対象を絞ることが合理
的である。
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が，温帯性の種ではもっと長い。幼虫は口器で破壊した

組織を摂食する。被害部はやがて発酵状態となり，腐敗

果は早期落果を起こしやすい。果実内で老熟（3令）し

た幼虫は，表面に出て地上に落下し，適当な場所に移動

して土に潜る。このとき体をブリッジさせて輪を作り，

そのバネを利用して跳躍することが多い。この習性はミ

バエ科の同定の一助となるが，同科に限って見られる特

性ではない。土中の幼虫は数日以内に褐色をした俵状の

囲踊になり，その中で4令を過ごして蝿となる。熱帯

性．亜熱帯性のミバエは，10日から2週間で成虫が羽

化するが，温帯性・亜寒帯性の種では通常踊で休眠す

る。成虫は一般に寿命が長く，数か月にわたる。寄主植

物の種類数も数十から数百種と非常に多い。成虫は数十

～数百kmに及ぶ飛しよう能力があり，昆虫の中でもと

りわけ，侵入の潜在能力が高い。

はじめに

我が国への侵入を警戒すべき重要ミバエ類としては，

まず植物防疫法に基づき諸外国からの寄主植物の輸入を

法律で禁止している“禁止品対象害虫”を挙げねばなら

ない。すなわちチチュウカイミバエ，ミカンコミバエ，

クインスランドミバエ及びウリミバエである。これらの

ミバエは日本の農業生産の安全のために重大な影響を及

ぼす恐れがあり，加害様式上，果実類を切開しなければ

検査が難しいなどの理由により，その寄主となる植物は

輸入を禁止されている。次に，この禁止品対象害虫に次

いで検疫的に重要視され，港での検疫体制を強化してい

るものに“特定重要害虫”がある。現在“特定重要病害

虫検疫要綱”の中に検査指標が定められ，施行されてい

るものはリンゴミバエ，メキシコミバエ，ミナミアメリ

カミバエである。以上7種のうちミカンコミバエとウリ

ミバエは，南のごく限られた地域ではあるが日本にも分

布しており，両種の分布拡大と本土への侵入を阻止すべ

く，国内検疫においても国内の発生地からの寄主植物の

移動取り締まり検査を実施している。一方，関係都県に

おける根絶事業はかなりの成果を上げつつある。

Ⅱ生活史・習性

ミバエの生活史・習性は各種に共通する部分が少なく

ないので，先に簡単に触れておきたい。

ミバエとは双迩目ミバエ科Tephritidaeに属する昆

虫で，世界に約4,000種が知られている。成虫の体長

は約1mmから20mmぐらいまであり，卵の形は普通

バナナ状である。幼虫はいわゆるウジで，初期は乳白色

であるが，老熟するにつれ黄色味を帯びてくる。“ミバ

エ”という和名は，“果実縄”の意に由来するが，すべ

てが果実に寄生するわけではなく，根，茎，葉，花頭に

潜入するものもある。ミバエの中で侵入を警戒すべきも

のは果樹，果菜類の生果実を加害するグループに限られ

る。

卵は植物の組織内に1個から数十個産承付けられる。

熱帯性・亜熱帯性のミバエでは，1日程度でふ化する
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皿各種の紹介

1チチュウカイミバエ

Cera耐たcap認ata(Wiedemann)

英名:mediterraneanfruitfly,Medfly

アフリカ原産と考えられている。1842年までにスペ

インから中近東へかけて広がり，その後オーストラリ

ア，南アメリカ，ハワイにも発生した。オーストラリア

とハワイでは侵入の経緯が比較的はっきりしており，原

因は被害果の移動によると推測されている。アメリカ本

土には過去5回侵入したが，その都度巨費を投じて根絶
に成功している。

形態の特徴：（成虫）体長約4mm･頭部と腹部は黄

褐色。雄の上額眼縁刺毛の1対は伸長し，先端がひし形

を呈する。胸背には乳白色ないし黄色と，黒色から成る

ドクロ風の模様がある。趣の基部には褐色の小斑点があ

る。（卵）長さ約Immo(老熟幼虫）体長約9mmo(囲
蛎）長さ約4.2mm・

生態：1雌の総産卵数は普通300個程度であるが，

800個も産んだとの報告もある。成虫の寿命は4～6か

月である。産卵期間は2か月から数か月，適温下では卵

期間は2～4日，幼虫期間は6～10日，蝿期間は約10

日である。年間の発生回数はハワイで12回，中部ヨー

ロッパで1回程度と言われている。

主な分布地域：ハワイ，南アメリカ，オーストラリ

『

MajorInsectPestsofPlantQuarantineConcern

BelongingtoTephritidae(Diptera)ByFumihiko
ICHINOHE
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チョウセンニンジン斑点病の発生生態

ひろさわ

島根県農業試験場広沢
たかゆきたくだたつお

敬之。多久田達雄

チョウセンニンジンは，我が国で古くから作付けされ

ている作物で，現在ゥ長野県，福島県，島根県の3県で

約420haにわたって栽培されている。このように栽培
面積こそ少ないが，漢方薬ブームに伴う内外からの順調

な需要と高収益性に支えられ，特殊な栽培技術とあいま

って日本農業の中でも特異な地位を占める作物である。

しかし，チョウセンニンジンは一作するのに5～6年

と，畑作物としては異例の長期を要し，このことからし

ても各種病害に侵される機会が非常に多く，現在までに

知られている病害だけでも約20種類に及ぶ4''0)。本作

物の栽培は病害との戦いであると言われるゆえんであ
る。

チョウセンニンジンの病害は地上部茎葉の病害と，地

中の根の病害とに大別されるが，地上部の病害として最

も普遍的に発生し恐れられているのは斑点病である。本

病は，一度発生すると早期落葉を促し，根の肥大に著し

い影響を及ぼすばかりでなく，茎や根を侵害して激甚な

被害を与える。我が国の栽培地の中では比較的高温多雨

地帯にある島根県では，特に発生が多い。また，中国，

韓国，ソ連など諸外国の栽培地でもかなり発生が多く，

防除が困難であることから大きな問題となっている模様
である。

本病は，我が国では1915年にト蔵')によって初めて

紹介されたが，中田ら9)によれば，既に1909年に長野

県や栃木県下で発生が認められていたようであり，チョ

ウセンニンジン栽培地では相当古くから存在が知られて

いたことがうかがえる。また，本病の生態や防除法に関

する研究の歴史も古く，大正年代には中田ら9)によって

数々 の事実が紹介された。その後，本病に関する研究は

長期間にわたって途絶えたが，近年になって島根県2~6）

や長野県?,8)などで研究が再開され，本病菌の生態や新

しい防除法など多くのことが明らかにされた。これを機

会に斑点病の生態について述べ，併せて防除法について

も簡単に触れてみたい。

果実及び根頭部に発病する。l～2年生時には発生が極

めて少ないが，4年生以上になると目立つようになり，

6年生（収穫当年）では極めて多くなる（第1表)。

本病の年間の発生推移は第1図及び第2図に示すとお

りである。5月に入ってしばらくすると茎の一部に褐色

紡錘形の病斑が現れ，漸次拡大して凹陥し，やがてその

上にすす色ビロード状の分生胞子を多数形成する（第3

図)。茎の組織が柔軟な5月の発病が最も多く，6月中

旬以降は組織の硬化に伴って，新たな病斑はほとんどゑ

られなくなる。茎の発病が激しい場合，病斑は地下部に

まで達し，根頭を暗褐変腐敗させる。葉においても茎の

発病とほぼ時を同じくして5月上～中旬から発病がみら

れ，初め葉の表面に直径5～10mm,円形～不整形の淡

褐色水浸状斑点を点々 と形成する。これは拡大して，濃

褐色に縁どられた大型の病斑となり，薄くなって乾燥す

ると破れやすくなる（第4図)。梅雨期に入ると発病が

｡
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第1表チョウセンニンジンの年生と発病
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第1図茎における斑点病の発生推移

第2表日覆小屋内におけるチョウセン

ニンジンの植え付け位置と発病
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本病は，チョウセンニンジンの茎葉はもちろん花梗，
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第3表生育ステージと茎及び小葉の感受性
v 防 除 法

本病初発期からほ場を丹念に見回って，被害茎葉を見

付けしだい取り除くほか，秋期，茎葉が枯れたら茎の付

け根から取り除き，焼却して伝染源の撲滅を図る。ま

た，チョウセンニンジンの発芽に先立って，雨もりしな

いように日覆屋根の補修を完全にしておくなど，耕種的

防除手段を講ずることが最も肝要である。

薬剤防除法については，以前に筆者ら6)が詳しく報告

したところであるが，茎葉が軟弱な生育初期，及び病原

菌の活動に好適な梅雨期の薬剤散布が最も重要である。

防除剤としては，ポリオキシンAL水和剤500～1,000

倍液，及びダイホルタン水和剤1,000倍液の効果が最

も高い。ポリオキシンAL水和剤は，雨などで流亡し

やすいが治療効果に優れ，特に500倍液は本病最盛期の

雨前散布には最適である。ダイホルタン水和剤は治療効

果は期待しがたいが，雨などによる流亡も少なく残効期

間も比較的長いため，予防に重点を置いた防除に有利で

ある。そのほか本病に対しては，マンネプ水和剤，マン

ゼブ水和剤，ポリカーバメート水和剤などもかなりの効

果があり，最近の薬剤ではイプロジオン水和剤も有望で

ある。
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2感染及び発病

風などにより，チョウセンニンジンの茎葉上に到達し

た分生胞子は，5～35Cの温度,90%以上の空気湿度

で発芽する。なかでも25～30C(特に25C),空気湿

度97％以上の条件下では，分生胞子の発芽は極めて良

好である。感染には5～30Cの温度と94%以上の空

気湿度を要し，なかでも15～20C(特に20C)の温

度，97％以上の高湿度では感染が極めてスムーズに行

われる。最適条件下では，本病菌分生胞子は1時間以内

に発芽し，早いものでは8～12時間で寄主体に侵入し

感染する。感染した葉は，5～35Cで2～3日の潜伏期

間を経て発病する。病斑の拡大は,15C以下ではかな

り緩慢であるが，20～30C(特に25C)では極めて速

やかで落葉も激しい。なお,35C以上では菌そうが発

育しないのにもかかわらず,35Cで病斑拡大が承られ

たことから，本病菌の伸展に先行して毒素などの働きが

あるものと推測される。

チョウセソニンジソの葉では，生育初期から後期まで

本病菌に対する感受性の差は認められないが，茎では生

育初期ほど感受性が高く，生育中期（7月）以降は著し

く低下するようである（第3表)。

3根への伝染経路

チョウセンニンジンの茎が確病した場合，しばしば病

変が地下部にまで拡大していくのが観察される。本病菌

の根部への伝染は，擢病茎からの病変移行によるものが

一般的であると考えられる。その場合，茎が早期に擢病

した場合ほど，また茎の地際に近い部分が侵された場合

ほど，根が擢病する確率が高いと言える。
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10)日本植物病理学会(1975):日本有用植物病名目
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マニトール液に懸濁させた。これを700×g,5分間の遠

心で沈殿させ,必要に応じて，再度二層分離法を行うと，

より不純物の無いプロトプラストを得ることができた

(第3図b).0．6Mマニトール溶液に懸濁した精製プロ

トプラストは4．C中で少なくとも4日間生存できた。

１

菌
糸
生
飛
１
ｇ
当
た
り
の
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
数
皿

VIプロトプラストからの再生

精製プロトプラスト(IG*個/ml)を0．6Mのマニト

ールで高張にした2％素寒天に積層して培養すると,25

.Cで48～72時間後に10～20％のプロトプラストが

コロニーを形成した。Rhizocわ"msolα"jのプロトプラ

スト再生の第1段階は培養6時間後に観察され，芽胞状

の発芽突起がプロトプラスト表面に出現する。12～24

時間後には色々の発芽程度を示すプロトプラストが観察

された。あるプロトプラストは数珠状の細胞を形成し，

数珠状の細胞の先端から発芽管を伸長させた。大部分の

プロトプラストは直接一本の発芽管をプロトプラスト表

面から伸長させた。発芽した菌糸は分枝し,培養48～72

時間後にはコロニーを形成した。

V]Ⅲプロトプラストの融合

プロトプラストの融合は，1974年KaoandMich-

AYLUK21)が植物のプロトプラストにおいてポリエチレン

グリコール(PEG)とCa.．イオンを用いて行った方法

を多少改良したAnneandPeberdys)の方法によっ

た。本方法は各種微生物に広く用いられており，現在筆

者らがRh卸"o"地so〃"j菌で行っているプロトプラス

ト融合法も基本的にはKaoandMichayluk*!)の方法

である。以下，プロトプラストの融合方法について，筆

者らが行っているR肱｡"0”αso〃加菌を中心に述べ

る'3''6''9)。なお他の糸状菌のプロトプラスト融合の方法

も本方法と大差はないが，個々の詳しい条件については

第1表に糸状菌の文献をまとめたので，各々 の原著を参
照していただきたい。

PEGは濃度20～40%,分子量1,500～6,000のもの

が多く用いられているが，筆者らはPEGは濃度40^

(w/v).分子量4,000を用い,0.01MCaCl,.2HoO

第1表糸状菌のプロトプラスト融合

や

酵素処理mw(時間）
回

第4図細胞壁分解酵素の処理時間と遊離プロトプ
ラスト数の関係

ｊ

菌
糸
生
砿
１
ｇ
当
た
り
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ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
数
蛇ｉ

菌
体
乾
物
歌
（
蝿
／
シ
ャ
ー
レ
）

（）50100

培養時間（時間）

○一o:菌体乾物重，
⑱－●:遊離プロトプラスl､数

第5図培養時間の異なるイネ紋枯病菌菌糸と遊離
プロトプラスト数との関係

は色々な細胞内容物を含有している（第3図a)。粗プ

ロトプラストを0．6Mのショ糖液に溶解し,浮上法によ

ってプロトプラストの精製を試承たが，ショ糖液に懸濁

した粗プロトプラストは200×9.5分間の遠心分離に

よってショ糖液上部に浮上しなかった。精製プロトプラ

ストは簡単なショ糖一マニトール系の二層分離法を適用

することで得られた。以下に粗プロトプラストの精製法

を示す。

粗プロトプラストの懸濁液2mZを0．6Mショ糖液

4m/の上に静かに積層し,200×g.5分間の遠心を行

った。精製プロトプラストは二層の界面に集まり，中間

層の承をパスツールピペットを用いて吸い上げ,0.6M

⑨

p

|発表年|文献種

恥γcomyces〃α&esleeα""s
4”e酒j""s〃#血jα"s
〃"賊〃i"〃chrysogen邸加

十彫"航〃”"z〃o‘α”m

P.roquゅ耐i+P.chrysoqe"迦加
4．”血Jα"s+A.rugulosus
4.”んJα祁十4.九migatus

1974

1976

1976

1976

1977

1977

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

５
０
３
２
２
１

１

２
１
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第2表日本における糸状菌のプロトプラスト分離

と供試酵素系

種｜酵素系｜発表年|文献
Rhizoctonia

solα"』

砂γ伽ﾉαγja
0ぴZ“

A聯噌j"“
0ぴZ“

セルラーゼ・オノズカ

マセロチーム

β-グルクロニダーゼ

セルラーゼ・オノズカ

ドリセラーゼ

マセロチーム

セルラーゼ・ オ ノ ズ カ

ドリセラーゼ

マセロチーム

Bad""scirculα"sの生
産する溶菌酵素

セルラーゼ・オノズカ

β-グルクロニダーゼ

カタツムリの酵素

1981

1981

1976

198

1982

1979

12),13),
15),19)

25),34）

20),23）

30）

28）

31

大な労力を要することから，培養細胞レベル融合株の検

出をする必要がある。通常融合株を検出するには相補的

な核性の栄養要求性マーカーを持った株を用い，その相

補性から融合株を検出する方法があり，栄養要求突然変

異形質は，体細胞雑種の作成上有用と考えられる。しか

し,*ﾙ加ctoniaso〃"i菌のように担子胞子を簡単に人

工培地上で作れない菌では，プロトプラストを用いて突

然変異体の作出を行うことも考えられる。最近プロトプ

ラストを用いてニトロソグアニジン処理によって2，3

の栄養要求株の作出に成功した（未発表)。

紙面の都合上，応用面について十分な論議ができず残

念であるが，プロトプラスト融合の応用については有

馬・高野4)，高野29)の酵母プロトプラストの融合の総説

に詳しく述べられているので参照されたい。

最後に，これまで日本で発表された糸状菌のプロトプ

ラストの分離・融合に関する文献を第2表に掲げた。本

表に示したように，我が国の糸状菌のプロトプラストの

研究はいたって少ないこと，また第1表の外国における

糸状菌のプロトプラスト融合の報告も,1977年以降ほと

んど見当たらないことを付して，今後の問題点とした

い。
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農林水産省農業技術研究所山
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窪
白
白

お
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（2）大粒系一イタリア，フランス系のもの，農事

試育成のBG系など。アルポリオもこの群に入る。

（3）穂重系一中国農試育成の中国91号（多収系

2）など，やや小粒であるが1穂粒数が多く，多収。

（4）日本稲一長野農試が放射線照射で育成した信

放38号など。

将来，この中でどのようなグループのものが超多収稲

の主流を占めるのか，筆者には判断できないが，当面の

供試材料として最も有望なのは，韓国でインディカ種と

ジャポニカ種との交配により育成された短稗穂重型の多

収性品種である。

インディカ稲といえば，以前は長稗で分けつが少なく

野生稲のような外観を呈して収量も貧弱である，とい

うのが常識であった。しかし，1960年代後半より国際

稲研究所がIR8で代表される短稗穂重型の多収品種を

次々と育成，普及させ，東南アジア諸国の米の飛躍的

増産に貢献し，「緑の革命」としてけん伝された。韓国

ではこれに着目し，この系統の多収性にジャポニカ稲の

耐冷性を加えるための育種を企画した。すなわちIR8

と，我が国の北海道の品種であるユーカラと，台中在

来1号との三元交配により育成された「統一」が,1971

年に初めて普及に移された。その後，更に統一からの選

抜により早生統一，嶺南早生など，統一を母本として維

新，黄金(水原251号),Saesbyeolbyeo(裡里326号,

魯豊など,IR24とインディカ・ジャポニカ交配種であ

るIR1317との交配により密陽21号,23号，錦江(水

原258号)，来敬などが次々と育成，普及された。これ

らのインディカ・ジャポニカ交配により育成された品種

は，一括して「統一系品種｣，あるいは新品種と呼ばれ
ている。

これらの品種は，日本と気象条件の似ている韓国で，

早植え，多肥の条件で在来のジャポニカ稲品種に比

べ，40～60％の増収を得,多収穫競争では10a当たり

Itを超す収量を挙げた事例もあったと言われる。我が

国における試作の結果では，密陽22号，23号，25

号，30号，錦江，水原262号，来敬，三星（裡里338

号)，裡里343号などが有望視されている。これらは北

海道，東北など，夏の高温期間が短い地域では無理のよ

うであるが，関東以西ならば安定的に栽培され，多収が

得られると承られている。将来は更に多様な外国稲系品

Ⅱ 超多収稲とは

農林水産技術会議事務局では，昭和56年度から「超

多収作物の開発と栽培技術の確立」と題したプロジェク

ト研究を実施している。この研究は，現在のレベルより

も飛躍的な多収が得られるイネ品種を開発し，それを安

定的に栽培しようとするものである。米が余っている

今，なぜ超多収稲かという声もあるだろうが，近い将

来に地球規模の食糧不足の時代の到来が予想されてお

り，耕地の少ない我が国では一層，超多収作物を必要と

するのである。また現在の水田利用再編の中で要望の

声が高い飼料稲にも，超多収性は絶対に必要な要素であ

る。

ここで考えられている超多収稲は，従来の我が国の多

収品種とはだいぶ異なっている。今までの日本のイネ

は，遺伝子源の点では大変幅の狭いものであった。外国

稲との交配による品種も育成されているが，これも少数

の病害抵抗性遺伝子などを導入したにすぎず，品種の基

本的な特性としては従来の日本稲と変わるものではな

かった。その中での収量の伸びは限界に達している感じ

であったが，今後は思い切って，世界中のイネの遺伝子

を必要に応じて導入していくことになろう。また，今ま

で最重点目標としてきた食味の良さは全く無視して，多

収と，タンパク質，デンプンなどの成分の質的，量的改

良を目指している。

超多収稲開発のために，逆7．5．3計画と通称され

ている段階目標がある。第1段階は最初の3年で，現在

育成中の系統からの選出により農家段階で現在の収量

の10%増を目標とする。第2段階は次の5年間で，既

存の多収品種，韓国品種，極大粒品種などの改良によ

り，30％増の収量を目標にする。第3段階は次の7年

間で，第2段階の育成系統を素材として更に多収化を図

り，通算15年で50％増収を得ようとするものであ

る。

超多収稲の育成素材として考えられているのは，次の

ようなものである。

（1）極短稗のインディカ系品種一韓国の統一系品

種，国際稲研究所が育成したIR系品種，その他。

母

9

､
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を考えねばならなくなるであろう。

次に，個々の病害について更に詳しく考えて承よう。

第’表韓国における水稲病害の発生の変動

（李升燦,1981)

Ⅲいもち病

超多収稲として外国稲を栽培すると，その大部分が日

本に分布するいもち病菌レースに侵されない真性抵抗性

遺伝子を持っているので，当面はいもち病は全く発生し

ないと思われるが，韓国における統一系品種の羅病化事

例などからみて，作付けの増加に伴い新しいレースによ

る急速な擢病化が予想される。

韓国においては，既に筆者が本誌上で紹介したように

(植物防疫第32巻第6号,1978),統一系品種は1971

年に初めて普及に移されてしばらくは全くいもち病の発

生が認められなかったが,1976年に統一橋と維新が局

地的に激発し，翌1977年にはその他の品種も小面積な

がら発病し,1978年には低温多雨の天候の下で全国的

に多発した。それ以来，韓国では統一系品種でもいもち

病が発生するという前提の下で，薬剤防除などの対策が

講じられている。清沢氏によれば，統一は少なくも三つ

のいもち病真性抵抗性遺伝子(－a,Pi-b及びPi-t

と思われるもう一つの遺伝子）を持つという。その他の

統一系品種も，少なくも初期のものは統一と類似の遺伝

子構成を持っていて，1976，77両年間ですべての実用

品種が確病化してしまったが，最近の品種には全く異な

る真性抵抗性遺伝子を持つものもあるようである。

現在の韓国の統一系品種には，韓国内でいもち病が多

発している品種（有効な真性抵抗性を持たず，ほ場抵抗

性が弱いと承られる）と，中程度に発病している品種

(有効な真性抵抗性は持たないが，ほ場抵抗性は強いと

承られる）と，ほとんど発病しない品種（まだ擢病化し

ていない真性抵抗性遺伝子を持っていると承られる）と

があるが，我が国で試作され，有望とされている品種の

大部分は韓国でいもち病に弱いものである。

そのように韓国でいもち病に弱い品種でも，我が国で

栽培した場合に全く発病しないのは，日本にそれを侵す

レースが一般に発生していないからである。しかし韓国

の経験からすると，近い将来，日本でも必ずそれらを侵

すレースが出現して確病化することは確実と思われる。

東北大学農学部の保存菌を統一系品種に接種した試験

で，国内発生菌より統一系品種に病原性のある変異系統

が分出したと報告されている。1979年から青森県で奨

励品種となっているハマアサヒは，マレーシアの品種

MilekKuningから真性抵抗性遺伝子Pi-bを導入し

て育成されたいもち病抵抗性品種であるが，昨年は青森

県下で確病化し，かなり多発した。また愛知県農総試山

胃’1950年代’1960

淵｜後勘

いもち病
白葉枯病
紋枯病
縞葉枯病
萎縮病

黒すじ萎縮病
ばか苗病
褐色葉枯病
ごま葉枯病
その他

○

○
○

○
○
○
○
○
一
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
一
○
○
○
○

○
○○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○ p

○：少発，○○：中発，○○○：多発

種が育成され，利用されるであろうが，当面これらの韓

国品種が実際に栽培された場合の病害の諸問題を中心に

考えてみようと思う。

、

皿韓国品種の病害発生状況

第1表は，韓国における水稲病害発生状況の変動を示

したものである。1950年,60年代には日本からの導入

品種，あるいはそれとの交配で育成されたジャポニカ稲

品種が栽培されていた。1970年代前期には，1971年

に前記インディカ系の統一系新品種が初めて普及に移さ

れ,1975年に作付け面積率が約23%になっている。

その後も作付けは急速に増加し，1978年に70％を超

えるところまで達したが，この年に全国的にいもち病が

多発したため，それをピークとして減少し始めた。この

ような激しい品種変動の状況下における病害発生状況の

変動をみると，新品種の時代になって発生が増加した病

害は，いもち病，白葉枯病，紋枯病，萎縮病，褐色葉枯

病などであり，逆に減少したものは，縞葉枯病とごま葉

枯病ということになる。この状勢は，韓国の統一系品種

を日本で栽培する場合にも同様にふられることが予想さ

れる。

超多収稲は多収をあげるために，当然多肥栽培され

る。特に統一系品種では窒素肥料を多施するほど多収が

得られるとされ，韓国では標準の窒素施用量が15kg

とされているのに,農家では30kg施用する例もあると

いう。このような状態では，当然色々の病害の多発が予

想される。またこれらの品種を飼料用として栽培する場

合には，農薬散布をどう考えるか，まだ結論が出ていな

いが，かなり使用を制限されることも考えねばならな

い。その場合，薬剤による病害防除に慣れている我が国

でも，抵抗性品種や耕種的手段による総合的な病害防除

、

｡
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にI超 多収稲と病

間技術実験農場のいもち病抵抗性検定ほ場でも，ハマア

サヒが発病しているが，その菌による接種試験で密陽

23号，維新が発病している。統一，来敬などはハマア

サヒ菌に発病しないが，これはPi-b以外の抵抗性遺

伝子を併有しているためと思われる。

このような情勢からすると，韓国品種など外国品種が

我が国にまとまった面積に栽培されるようになると，大

部分のものは早期に羅病化するものと思われる。その場

合には，現在育成中のPi-ルやPi－jなどを導入した

抵抗性品種が将来普及に移される場合に，初めから確病

化してしまい，永年の育成努力が空しくなる可能性も

ある。また外国稲の多様な抵抗性遺伝子の流入によっ

て，我が国のいもち病菌のレース構成が一変し，現行の

レース判別品種体系もその機能を失う恐れが十分にあ

る。そのような事態は絶対に阻止せねばならない。

新しい真性抵抗性を持つ品種のいもち病確病化一激

発は，ほ場抵抗性が弱い新品種の作付け面積が急激に増

数字は0～9の10段階で,3回の発病調査成績の平均

値である。

1979年は統一系品種の作付けが約70％であり，

1981年には逆転してジャポニカ品種が70%であった

と言われる。したがって，この両年では優勢レースに大

きな差のある地域があったものと思われ，春川の成績は

この差が示されたものであろう。

第2表に示した品種のうち，統一から錦江までの7品

種は，地域差，年次差はあるが，8あるいは9の高い発

病値を示した事例が多い。これはそれらを侵すレースの

存在する所では激しい発病を示したもので，ほ場抵抗性

が弱いことを示している。このような品種は，我が国で

現在全く発病が無くとも，近い将来に必ず激発するもの

で，これらの導入，栽培は避けねばならない。一方，青

青，漢江濡のように，どこでも，いつでも0～2程度の

発病に終わっている品種は，現在発生しているレースに

対して真性抵抗性を持っていることは確実であるが，ほ

場抵抗性の程度は分からない。極めて強いかもしれない

が極めて弱いかもしれない。もし弱ければ大面積に栽培

したときに突然に確病化する恐れがあり，かえって危険

である。国外菌や変異菌で検定してほ場抵抗性が強いこ

とが確認されなければ使わないほうが安全である。それ

に対して密陽30号や三星のように，最高5～6程度の

発病で終わる品種はほ場抵抗性の強いものであり，我が

国で栽培した場合に，現在は全く発病せず，将来確病化

するとしてもその速度は緩慢で，栽培しながら確病化し

たときの対策をたてる余裕があるものと考えられる。こ

のような品種を栽培する一方で，それとは全く異なる真

性抵抗性遺伝子を持ち，かつほ場抵抗性の強い次の品種

を用意しておき，最初の品種が確病化したら第2の品種

に更新するのである。第2の品種が擢病化したら同様に

、

加した地域に，それを侵す新しい病原性を持つ菌が出現

し，しかもその病原力が強い場合に起こる。したがっ

て，このような条件を作らぬことが対策となる。

そのための現実的な手段は，現在日本のいもち病菌に

侵されない真性抵抗性を持つ外国品種の中で，できるだ

けほ場抵抗性の高い品種を選んで用い，確病化を遅らせ

ることである。このような品種は国内で発病しないか

ら，自然発病でほ場抵抗性を検定できないので，外国菌

あるいは変異菌を用いて隔離条件の下で検定せねばなら

ない。その品種の原産地における検定成績があれば，そ

れを利用することもできる。韓国品種の場合には，幸い

韓国全土20余個所のBlastNurseryにおける広汎な検

定成績がある。第2表にはそのうち，7個所における幾

つかの品種についての1979,81両年の成績を示した。

第2表韓国における水稲品種のBlastNursery検定成績（農村振興庁各場所の成績より）

|器
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一

第3の品種に更新する。栽培品種を全面的に更新するに

は，新品種を大量に採種する必要がある。その時間的余

裕を得るためにも，権病化が緩慢な品種，すなわちほ場

抵抗性の強い品種であることを要するのである。

このように，今後導入される外国稲品種，あるいは外

国品種との交配によって得られる超多収稲品種は，現在

我が国で全く発病しない真性抵抗性を有するとともに，

なんらかの方法で確認された強いぼ場抵抗性を持ってい

ることを必要とする。そのために今後，広く世界の稲作

諸国におけるいもち病菌のレース，及びイネの抵抗性遺

伝子についての知識を得る必要があり，一層の国際的協

力を必要とする。

我が国におけるいもち病研究の歴史は長いが，イン

ディカ稲品種におけるいもち病の発生生態についての我

我の知識は甚だ乏しい。その知識を十分に得て，適切な

耕種的防除法ならびに薬剤防除法についても検討せねば

ならない。

問題にならないように思われるが，統一系品種では一般

に多発し，止葉葉しようにまで病斑が上がっている事例

も珍しくない。我が国でも同様な栽培法をとれば同様に

多発するものと思われる。稗が短く強いので倒伏の心配

は少ないが，収量に対する影響はありそうである。薬剤

防除が制限される場合も考えて，早急に発生生態を検討

して，総合的な防除法を確立する必要があろう。

Ⅵウイルス病その他の病害

韓国では，縞葉枯病の発生が日本よりも著しく，以前

にはイネの大きな減収要因であったが，統一系品種は例

外なくこれに高度の抵抗性を持っており，この品種群に

関する限り本病は問題にならなくなった。イソディカ稲

は一般に本病に強いものが多い。我が国では最近縞葉

枯病の発生が増加しつつあるが，インディカ稲系の超

多収稲では本病の心配は少ないと思われる。萎縮病に

ついても日本稲よりも高度の抵抗性を持つものが多い

が，韓国では多肥栽培のためやや増加しているようであ

る。黒すじ萎縮病は韓国では1975年に初めて報告され

たもので，統一系品種でもかなり発病した事例があるよ

うである。

褐色葉枯病は韓国の統一系品種では発生が多くなっ

た。ごま葉枯病は新品種になって減少したが，これは多

肥栽培をするようになったためと思われる。そのほか，

統一系品種は苗の葉面積が大きいので，水分の蒸散量が

多く，箱育苗で障害が起こりやすいとの見方もある。

｡

②

Ⅳ 白葉枯病

韓国では，第1表に示したように1970年代に入っ

て，白葉枯病の発生が著しく増加した。吉村氏が1977

年7月に現地8個所を調査した報告によると，典型的な

クレセック症状が見られている。調査時期は最高分けつ

～穂ばら承期で，高温乾燥のため病勢は一時停滞の状態

にあった。出穂以降は葉枯れ型の発生に移行するよう

で，東南アジアにおけるインディカ稲の発病と類似の経

過をたどるもののようであるとしている。品種間差があ

り，統一，維新には発生が少なく，密陽23号に集中的

に発生していた。日本における白葉枯病菌I～Ⅳ群菌の

接種試験では，韓国品種の大部分は金南風群または黄

玉群に属し，ほ場での検定では密陽21,22,23号，裡

里343号，来敬，魯豊などの発病が多いようである。我

が国でも，常発地にはこれらの弱品種の栽培を控えたほ

うが良いように思われる。しかし，我が国では近年，箱

育苗の普及により育苗期間の冠水による感染の機会が無

くなり，また本田でも農地の改良が進んで浸冠水が少な

くなって，一般に本病の発生が激減している。したがっ

て一般には外国稲が栽培されても，特に白葉枯病が多発

する恐れは無いものと思われる。

おわりに

超多収稲としてはインディカ稲系の外国稲，もしくは

その交配品種が期待されている。なかでも当面直ちに試

作できるものとしては，関東以西の地域に対する韓国品

種である。本文では韓国品種を栽培した場合の病害の問

題を，韓国における事例を中心に記述した。近い将来に

は極めて多様な外国稲の遺伝子が導入される可能性があ

るが，それらに対する我々の知識は極めて乏しく，それ

らが大面積に栽培された場合にどうなるか，正直に言っ

て恐ろしいような感じさえする。しかし今後は，世界の

遺伝子源の導入を考えざるをえないのであり，我々は世

界のイネについて，またその病害について，国際協力を

通してより多くの知識を得なければならないと考えてい

る。

ロ

V 紋枯病

韓国では，紋枯病は在来のジャポニカ稲ではほとんど

－40－－
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いる様は異様な風景である(第4図)。レークアルフレッnypeachやplumleafscaldなどとの異同についても

ドにあるフロリダ大学農業教育センターは，病理学者と研究が進められている。また病原究明の一環として，テ

昆虫学者の総力を挙げて原因究明に取り組んでいる。トラサイクリンを注入して効果があるかどうかのテスト

カンキツの擢病組織及び病原の媒介者と考えられるリも行われている。これで症状が回復するようであれば，

－フホッパーの組織からリケッチア様微生物が発見されリケッチアが病原であることが，より確実になるという

ている。このリケッチア様微生物は，ブドウピアス氏病わけである。

の病原と似ているところから，ブドウピアス氏病の発生

分布及びカンキツ園周辺に自生するy航s属の確病状況以上，かい間見ただけであるが，ウイルス病の問題が

との関係について調査が進められている。一方，これま次々と起こってきている。とりわけ，トリステザは，古

でにリケッチア様微生物によって起こるとされている二くて新しい問題である。我が国における果樹ウイルス研

チニチソウ萎黄病(periwinkleyellows),モモのpho-究も，更に深く，より広く行う必要があると思われる。

人事消息

木村義典氏（広島県農業試験場企画調査部長）は同県果
樹試験場長に

成田弘氏(秋田県果樹試験場病害虫科主任専門研究員）

は主任専門研究員兼園芸化学科長に

高橋三郎氏（栃木県河内農政事務所長）は同県農業試験

場栃木分場長に

矢野龍氏（山梨県果樹試験場主任研究員）は同場研究
管理幹に

小山正一氏（新潟県農業試験場環境科技師）は同科研究

員に

郷直俊氏（同上）は同県新潟病害虫防除所技師に
油本武義氏（鳥取県野菜試験場病虫科研究員）は病虫科

長に

島田慶世氏（青森県農業試験場環境部病理科長）は研究
管理員兼病理科長事務取扱に

土岐昭男氏（同上部研究管理員兼昆虫科長事務取扱）は
津軽地域病害虫防除所総括主任に

藤村建彦氏（同上部昆虫科主任研究員）は昆虫科長に
福島千菖男氏（同上県りんご試験場病虫部病理科研究管
理員）は病理科長に

木村和夫氏（山形県立農業試験場作物保護部長）は同場
病理昆虫部長に

布施寛氏（同上県庄内病害虫防除所長）は農試庄内支
場環境部長に

色部昭夫氏(富山県農業試験場病理昆虫課副主幹研究員）
は同課主幹研究員に

作井英人氏（同上県農産普及課）は同上課研究員に

長江春季氏（三重県農業技術センター環境部次長兼病害
研究室長）は環境部長に

島田安二氏（滋賀県農業試験場栽培部長）は同場環境部
長に

伴由雄氏（同上県茶業指導所専門員）は同所長心得に
出射立氏（岡山県立農業試験場病虫部研究員）は同部

専門研究員に

那須英夫氏（同上部技師）は同部研究員に

中村啓二氏(広島県農業試験場病害虫部長)は同場次長に

河野富香氏（同上試高冷地試験地総括研究員）は同上場
企画調査部長に （以上4月1日）

篠田辰彦氏（名古屋植物防除所長）は退職

稲垣春郎氏（農研センター耕地環境部線虫害研究室主任
研究員）は農研センタープロジェクト研究第5チーム
員に （5月25日）

沢辺恵外雄氏（福岡県農業試験場長）は同上センター総
合研究官に

田中市郎氏（農研センター作物第一部長）は同上に

市原淳吉氏（野菜試久留米支場長）は福岡県農業試験場
長に （以上6月1日）

河野通昭氏（鹿児島県果樹試験場病虫研究室長）は同場
長に

永井芳雄氏（同上場長）は退職

竹淫秀夫氏（神奈川県農業総合研究所技術研究部病虫科
長）は同場技術研究部長に

石川昌男氏（茨城県公害センター所長）は同県農業試験
場長に

関口計主氏（同上県園芸試験場環境部長）は同場長に

本会鞘行図書

蕊 須 ・頁梶徳純編

JOO円浅料200円B5判と

9〕･大I苫1Vで 湖
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新しく登録された農薬（57.5.1~5.31）

掲載は，種類名，有効成分及び含有量，商品名（登録年月日)，登録番号〔登録業者（社）名〕，対象作物：病害

虫：使用時期及び回数などの順。（…日…回は，収穫何日前まで何回以内散布の略）（登録番号15056～15107号まで

計52件）

『殺虫剤』

クロルピリホスメチル粉剤

クロルピリホスメチル2.0％

レルダン粉剤2DL(57.5.8)

15056(日産化学工業),15057(クミアイ化学工業),
15058(日本農薬),15059(八洲化学工業),15060(北
興化学工業）

稲：ニカメイチュウ・コブノメイガ・イネドロオイムシ
：45日2回

MPP粉剤

MPP2.0%

バイジット粉剤2DL(57.5.24)
15075(日本特殊農薬製造),15076(大日本除虫菊,
15077(三笠化学工業),15078(八洲化学工業,

15079(クミアイ化学工業),15081(九州三共),15081
（サンケイ化学）

稲：ニカメイチュウ・ツマグロヨコパイ・ウンカ類・カ
メムシ類：14日6回

ピリダフェンチオン。PHC粉剤

ピリダフェンチオン1.0%,PHC0.5%

オフナックサンサイド粉剤15DL(57.5.24)

15092(三井東圧化学),15093(日本特殊農薬製造）
稲：イネドロオイムシ:21日3回

ピリダフェンチオン・PHC粉剤

ピリダフェンチオン2.0%,PHC1.0%

オフナックサンサイド粉剤30（57.5.24）

15094(三井東圧化学),15095(日本特殊農薬製造）
稲：ニカメイチュウ・ツマグロヨコパイ・ウンカ類:21

日3回

ダイアジノン°キュウルア。メチルオイゲノール油剤
ダイアジノン5.0％，キュウルア8.0％，メチルオイゲ

ノール72.0％

ユーケルアD8(57.5.24)

15096(サンケイ化学）

かんきつ，もも，パパイヤ，マンゴー，バンジロウ，う
り類，はなやさい，オクラ，豆類，トマト，ピーマン

：ウリミバエ・ミカンコミバエ：ウリミバエ，ミカン
コミバエ発生地域全域：樹木等に吊り下げる又は航空
機により投下

ダイアジノン・メチルオイゲノール油剤

ダイアジノン5.0％，メチルオイゲノール80.0％
ユーゲサイドD(57.5.24)

15097(サンケイ化学）

パパイヤ，マンゴー，かんきつ，バンジロウ，ピーマ

ン，もも：ミカンコミバエ：樹木等に吊り下げる又は
航空機により投下

ダイアジノン。キュウルア油剤

ダイアジノン5.0％，キュウルア85.0％

キュウルアーD(57.5.24)

15098(サンケイ化学）

きゅうり，かぼちゃ，すいか，メロン，まくわうり，

その他のうり科作物，トマト，ピーマン，いんげんま

め，パパイヤ，バンジロウ：ウリミバエ：樹木等に吊

り下げる又は航空機により投下する。

クロルピリホスメチル・MTMC粉剤

クロルピリホスメチル2.0%,MTMC2.0%

レルダンツマサイド粉剤DL(57.5.24)

15103(日産化学工業),15104(八洲化学工業),15105

（クミアイ化学工業),15106(日本農薬.),15107(北

興化学工業）

稲：ニカメイチュウ・コプノメイガ・ツマグロヨコパイ

・ウンカ類：45日2回

『殺菌剤』

キャプタン水和剤

キャプタン80.0％

キャプタン水和剤80（57.5.24）

15061(塩野義製薬）

りんご：斑点落葉病・黒星病・黒点病，なし：赤星病・

黒星病：3日前，ぶどう：晩腐病・褐斑病，おうとう

：せん孔褐斑病，うめ：黒星病：14日5日，はくさ

い：黒斑病・白斑病：7日前，トマト：疫病，きゅう

り：炭そ病・ベと病：前日，メロン，まくわうり，す
いか，しるうり，かぼちゃ：炭素病・べと病：14日5

回，たまねぎ：灰色かび病：7日前，セルリー：葉枯
病:21日3回，いちご：灰色かび病:30日2回，いん

げん：炭そ病：45日1回，ばら：黒点病，りんどう：

葉枯病，芝類：プラウンパッチ（リゾクトニア菌）・ピ

シウムパッチ，たばこ：赤星病：－，トマト，きゅう

り，ピーマン，なす，メロン，まくわうり，すいか，

しるうり，かぼちゃ：苗立枯病：粉衣，あるいは全面

散布，稲(畑苗代）：苗立枯病：潅注，チューリップ：

球根腐敗病：浸漬

ブラストサイジンS粉剤

ブラストサイジンSとして0.08％

ブラエス粉剤SDL(57.5.24)

15062（山本農薬.),15063(トモノ農薬),15064(石原

製薬)，15065（キング化学),15066(武田薬品工業),

15067（クミアイ化学工業),15068(日本農薬）

稲：いもち病:21日5回

EDDPoポリオキシン粉剤

EDDP1.5%,ポリオキシンDとして800PsDu/g

ヒノポリZ粉剤8（57.5.24）

15088(科研化学）

稲：いもち病・紋枯病・穂枯れ（ごま葉枯病菌):21日
3回
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『殺虫殺菌剤』

MPP・EDDP・ポリオキシン粉剤

MPP2.0%,EDDP1.5%,ポリオキシンDとして

800PsDu/g

バイミックスB粉剤SDL(57.5.24)

15069（クミアイ化学工業）

ヒノポリバイジット粉剤SDL

15070(日本特殊農薬製造),15071(日本農薬）

稲：いもち病・紋枯病・ニカメイチュウ・ツマグロョコ

パイ・ウンカ類：21日3回

ⅦP・BPMC・EDDP粉剤

MPP2.0%,BPMC2.0%,EDDP1.5%

ヒノバイジットバッサ粉剤DL(57.5.24)

15072(日本特殊農薬製造),15073(大日本除虫菊),
15074（クミアイ化学工業）

稲：いもち病・ニカメイチュウ・ツマグロヨコパイ・ウ

ンカ類:21日4回

…・EDDP粉剤

MPP2.0%,EDDP1､5%

ヒノバイジット粉剤15DL(57.5.24)

15082（日本特殊農薬製造),15083(大日本除虫菊),

15084（三笠化学工業)，15085（八洲化学工業)，

15086（クミアイ化学工業),15087(サンケイ化学）

稲：いもち病・ニカメイチュウ・ウンカ類・ツマグロヨ

コパイ:21日4回

石灰硫黄合剤

多硫化カルシウム45.0％

石灰硫黄合剤45（57.5.24）

15089(松尾化成）

麦類：さび病・赤かび病・うどんこ病，りんご：腐らん

病・うどんこ病・モニリア病・ハダニ類・カイガラム

シ類，承かん：ハダニ類・サピダニ・カイガラムシ

類・かいよう病，なし：黒斑病・黒星病・赤星病・ハ

ダニ類・サビダニ，もも：縮葉病・黒星病・カイガラ

ムシ類・ハダニ類，かき：黒星病・うどんこ病，ぶど

う：ヒメハダニ，茶：ハダニ類，桑：うどんこ病・カ

イカラムシ類：散布

MEP・トリシクラゾール粉剤

MEP2.0^,トリシクラゾール1.0%

ビームスミチオン粉剤（57.5.24）

15090（クミアイ化学工業.),15091(武田薬品工業）

稲：ニカメイチュウ・ウンカ類・いもち病：21日3回

BPMC・MEPCトリシクラゾール粉剤

BPMC2.0%,MEP2.0%,トリシクラゾール1.0%

ビームスミバッサ粉剤（57.5.24）

15099(クミアイ化学工業),15100(武田薬品工業）

稲：ニカメイチュウ・ツマグロヨコバイ・ウンカ類・い

もち病:21日3回

MTMC・トリシクラゾール粉剤

MTMC2.0%,トリシクラゾール1.0%

ビームツマサイド粉剤（57.5.24）

15101(クミアイ化学工業),15102(武田薬品工業）

稲：ツマグロヨコパイ・ウンカ類・いもち病:21日3

回

向の予想を発表した。

|_史一塁だよ因篭嚇駕蓋耀個捌裏蝋搬雲
っていますが，関東，近畿の一部ではやや多く，本田

一農林水産省一に飛び込む第2回成虫の発生もこの傾向が続くと予想
されます。これらの地域では縞葉枯病の発生もやや多

○病害虫発生予察事業特殊調査計画打合せ会開催さるいと予想されます。
ツマグロヨコパイの発生は平年並，萎縮病の発生は

昭和57年度病害虫発生予察事業特殊調査計画打合せ
平年並以下と予想されます。

会が次のとおり開催された。 ニカメイチュウの越冬密度，第1回成虫の発生は全

フェロモントラップによる発生予察方法の確立に関す国的には平年並以下ですが，近畿，中国の一部ではや

る特殊調査や多く，これらの地域では第1世代幼虫の発生もやや
多いと予想されます。

（1）日時：昭和57年5月17日10～17時
葉いもちの発生は平年並と予想されます。

（2）場所：日本植物防疫協会会議室 6月はイネハモグリバエ，イネヒメ〃、モグリバエ，

（3）出席者：担当予定県一青森．長野（リンゴコカ イネドロオイムシの加害時期に当たりますが，北日

クモンハマキ)，岡山・長崎（ナシヒメシンクイ)，本，中部日本では気温が並ないしやや高いと予想され
ていますので被害は平年並以下と予想されます。静岡(チャノコカクモンハマキ)，群馬．岐阜．島根

イネミズゾウムシは昨年までに長野，静岡，福井，
．大分(コナガ)，農林水産技術会議事務局農業研究

岐阜，愛知，三重，滋賀，京都，大阪，兵庫，奈良，
センター，農業技術研究所，果樹試験場，野菜試験 和歌山の12府県で発生が確認されており，本田での

場，茶業試験場，植物防疫課発生はか なり多くなっています。また本年新たに茨

○昭和57年度病害虫発生予報第2号発表さる 城，埼玉，千葉，神奈川，山梨，石川の6県で発生が

確認されています。田植前のところでは箱施薬を実施
農林水産省農蚕園芸局は昭和57年5月28日付け5ム

し，田植後は必要に応じ薬剤の水面施用等により防除

農蚕第3397号昭和57年度病害虫発生予報第2号によ を徹底して下さい。

り，向こう約1か月間の主要作物の主な病害虫の発生動ジャガイモ：疫病の発生は平年並以下と予想されます。
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カンキツ：そうか病の発生は九州の一部でやや多いほか

は平年並以下で，今後もこの傾向が続くと予想されま

す。

黒点病，かいよう病，ヤノネカイガラムシ，ミカン

ハダニの発生は平年並と予想されます。

リンゴ：斑点落葉病，黒星病の発生は平年並，うどんこ

病の発生は平年並以下と予想されます。

ナシ：黒斑病の発病果率は西日本でやや高く，これらの

地域では発生はやや多いと予想されます。

ハダニ類の発生は一部を除き平年並，黒星病の発生

は一部を除き平年並以下と予想されます。

ブドウ：黒とう病，プドウトラカミキリの発生は平年並
以下と予想されます。

モモ：モモハモグリガの発生はやや多くなっており，今

後も同じ傾向が置くと予想されます。

黒星病，せん孔細菌病，灰星病，ハダニ類の発生は

平年並以下と予想されます。

カキ：炭そ病，カキミガの発生は平年並以下と予想され
ます。

チャ：カンザワハダニの発生は平年並ないしゃや多くな

っており，今後も同じ傾向が続くと予想されます。
チャノコカクモンハマキ，チャノミドリヒメヨコバ

イの発生は一部を除いて平年並，炭そ病，チャハマ

キ，チャノホソガの発生は一部を除いて平年並以下と

予想されます。

野菜：コナガ，ウイルス病を媒介するアブラムシ類の発

生は平年並ないしゃや多いと予想されます。

ミナミキイロアザミウマが静岡，岡山，四国全県，

九州全県及び沖縄の施設栽培でのキュウリ，メロン，

ナス，ピーマンに発生しています。発生地域では今後

施設から露地への分散防止に努めて下さい。

○昭和師年度病害虫発生予報第3号発表さる

農林水産省農蚕園芸局は昭和57年6月25日付け57

農蚕第4100号昭和57年度病害虫発生予報第3号で，

主要農作物の主な病害虫の向こう約lか月の発生動向の
予想を発表した。

イネ：葉いもちの初発時期は平年並ないしゃや早くなっ

ていますが，発生量は少ない状態です。また，梅雨明

けは平年並ないしゃや早いと予報されていますので，

今後の発生は全国的に平年並以下と予想されます。し
かし，発生の時期は早い傾向にありますので，今後の

気象の推移に注意し，適切な防除に努めて下さい。
また，作期の早い北海道，東北，関東の一部，北陸

においては7月下旬から8月初めにかけて穂いもちの

防除時期になります。特にイネの生育が早まっている

関東の一部，北陸では早目に防除を実施して下さい。
イネミズゾウムシは長野，静岡，福井，岐阜，愛

知，三重，滋賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山の

12府県に加えて，本年新たに岩手，宮城，山形，福

島，茨城，栃木，群馬，埼玉，千葉，神奈川，山梨，

新潟，富山，石川，岡山，徳島の16県で発生が確認

されました。

必要に応じ水田の中干しを行って本虫の被害軽減に

努めるとともに，本虫の生育が遅い地方では薬剤の水

面施用を実施して下さい。

縞葉枯病を媒介するヒメトピウンカの第2回成虫の

発生は，全国的には平年並となっていますが，関東，

近畿の一部ではやや多くなっています。第2世代幼虫

の発生もこの傾向が続くと予想されます。また，関東

の一部では保毒虫率が高くなっていますので，これら

の地域では縞葉枯病の発生もやや多いと予想されま

す。

セジロウンカ，トピイロウンカは飛来が早くからみ

られています。

今後の飛来状況に注意し，多い場合には防除を行っ

て下さい。‘

ツマグロヨコパイの発生は一部を除き平年並以下と

予想されます。

ジャガイモ：北日本における疫病の発生は平年並と予想

されます。

カンキツ：ミカンハダニの発生はやや多くなっており，

今後もこの傾向が続くと予想されますので，梅雨明け

後の防除に留意して下さい。

防除実施の目安は，平均寄生葉率30％以上です。

黒点病，かいよう病，そうか病の発生は一部を除い

て平年並以下と予想されます。

リンゴ：キンモンホソガ，ハダニ類の発生は平年よりや

や多いと予想されます。

黒星病の発生は多くなっていますが，今後しばらく

の間は停滞すると予想されます。

斑点落葉病の発生は平年並と予想されます。

ナシ：ハダニ類の発生は平年並ないしやや多く，黒星病

の発生は平年並，黒斑病の発生は平年並以下と予想さ

れます。

モモ：モモハモグリガ，ハダニ類の発生は平年並ないし

ゃや多く，灰星病の発生は平年並と予想されます。

ブドウ：晩腐病，黒とう病，ベと病，さび病，褐斑病，

フタテンヒメヨコバイの発生は平年並以下と予想され
ます。

カキ：うどんこ病の発生は一部でやや多く，炭そ病，落

葉病，カキミガの発生は平年並以下と予想されます。

果樹共通：カメムシ類の発生は全般的には平年より少な

いと予想されます。

チャ：チャノミドリヒメヨコバイ，チャノキイロアザミ

ウマの発生は平年よりやや多くなっており，今後もこ

の傾向が続くと予想されますので，三番茶萌芽期から

開葉期の防除を実施して下さい。

カンザワハダニの発生は，埼玉，静岡，鹿児島で少

なく，その他の地方では平年並ないしゃや多いと予想
されます。

炭そ病，チャノコカクモンハマキ，チャハマキ，チ

ャノホソガの発生は一部を除き平年並以下と予想され

ます。

野菜：キャベツでコナガの発生は平年よりやや多く，ナ

ス，スイカでハダニ類の発生は一部でやや多いと予想

されます。

また，ウイルス病を媒介するアブラムシ類の発生は

平年並ないしゃや多く，ハスモンヨトウの発生は西日

本で平年並ないしゃや多いと予想されます。

病気は全般的に平年並以下と予想されます。
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ので注意すること。

夢零雲募震章 チオシクラム粒剤（56．3．19登録）

本田での湛水散布及び育苗箱処理用として製剤化され
た。

商品名：エピセクト粒剤

成分・性状：製剤は，チオシクラム4％を含有する

類白色細粒である。

適用作物，適用害虫名及び使用方法：第2表参照

第2表チオシクラム粒剤

『殺虫剤』

チオシクラム粉剤（56．3．19登録）

海産動物イソメから分離されたネライストキシソの誘

導体の一つで，スイスのサンド社により創製開発された

浸透性殺虫剤である。作用機序は，多くの岨しゃく性害

虫，特に鱗趣目，鞘迩目害虫の成幼虫に接触毒及び食毒

性を有しう更に殺卵性を有する。

商品名：エピセクト粉剤

成分。性状：製剤は，有効成分5－ジメチルアミノ-1,

2，3－トリチアンシュウ酸塩2％を含有する類白色粉末

である。原体は無臭の無色結晶，融点132C,溶解性は

水に8.4％，メタノール，エタノール，アセトニトリル

に可溶，アセトン，クロロホルム，トルエン，ヘキサン

に不溶，熱，光，酸，アルカリに対する安定性は,50C

までの熱に安定，光により分解，酸性では安定である

が，中性，アルカリ性で分解。

z>-<:>r:.
CHCH/^-S-/COOH

適用作物，適用害虫名及び使用方法：第1表参照
使用上の注意：

①散布の際はマスク，手袋などをして粉末を吸い込

んだり，多量に浴びたりしないように注意し，作業後は

第1表チオシクラム粉剤

本剤及び
チオシク

ラムを含
む農薬の
総使用回
数

10a当り
使用量

使
時

使用
方法

用
期作物名 適用害虫名

3

稲’ |…|雛
湛水
散布

ニカメイチュウ

コプノメイガ
合

育苗箱
(30×60
X3cm,
使用土壌

約5/)1
箱当り

50～80g

の
量
苗
の
上
均
散
る

剤
定
育
中
の
ら
に
す
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使用上の注意：

①散布の際はマスク，手袋などをして粉末を吸い込

んだり，多量に浴びたりしないように注意し，作業後は

顔，手足など皮膚の露出部を石けんでよく洗い，うがい
をすること。

②蚕には強い毒性があるので，近くに桑園がある場

合には風向きなどに十分注意し，絶対に桑葉にかからな

いようにすること。

③汚染した桑葉は絶対に給桑しないこと。

④本田で使用する場合は田水深3cm以上の湛水状

態で均一に散布し，散布後少なくとも4～5日間はその

まま湛水状態を保ち田面を露出させたり，落水，かけ流
しはしないこと。

⑤養魚田での使用はさけること。また近くに養魚池

等がある場合は，散布水田の水が流入しないように注意

すること。

⑥漏水田での使用はさけること。

⑦本剤を箱育苗に使用する場合は次の注意を守るこ
と。

（1）移植直前に育苗箱中の苗の上から均一に散布

し，葉に付着した薬剤を払い落とし，そのまま田植機
にかけて移植すること。床土面が乾燥しているときは

薬剤を払い落とした後に軽く散水すること。

（2）稲苗の葉がぬれていると薬害を生ずることが

あるので，散布直前の潅水はさけること。

（3）軟弱徒長苗，ムレ苗には薬害を生ずるおそれ

があるので使用しないこと。

（4）処理苗を移植する本田の整地が不均整な場合

は，薬害を生じやすいので，凹凸のないように代かき
はていねいに行い，移植後田面が露出したりすること

のないように注意すること。移植後は直ちに入水し，

本剤及びチ
オシクラム

を含む農薬
の総使用回
数

10a当
り使用
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作物名 適用害虫名 使用時期

稲陸潔 器割咽以㈲
3～4

kg
散布

顔，手足など皮膚の露出部を石けんでよく洗い，うがい
をすること。

②蚕には毒性があるので，近くに桑園がある場合に

は風向きなどに十分注意し，絶対に桑葉にかからないよ

うにすること。

③汚染した桑葉は絶対に給桑しないこと。

④養魚田での使用はさけること。また，養魚池等に

飛散流入しないように注意すること。

毒性：急性毒性LD50(mg/kg)は，経口投与マウスの
雄で273,雌で300，ラットの雄で310,雌で195で劇

物であるが，製剤は普通物で，通常の使用方法では毒性

は低いが誤食などのないように注意すること。万一中毒

を感じた場合，あるいは誤って飲承込んだ場合には，濃

い食塩水などを飲ませて胃洗浄を行い，安静にして直ち

に医師の手当を受けること。コイに対する魚毒性は，48

時間後のTLm値は0.72ppm(B-s類）で，通常の使用

方法では影響は少ないが，一時に広範囲に使用する場合

には十分注意すること。特にドジョウには強く作用する
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水深を2～3cm程度に保つこと。

（5）深植の場合は薬害を生じやすいので，深植に

ならないように注意すること。

（6）本田が砂質土壌の場合や漏水田，未熟堆肥多

用田の場合は使用をさけること。

（7）移植後低温が続き苗の活着遅延が予測される

協 会 だより

一本会一

○高知試験農場（建設中）の住所，電話番号決まる

〒781-52高知県香美郡野市町深淵下スミヤシキ473

電話08875-6-1414

○野菜病害虫防除現地検討会を開催す

野菜病害虫研究会の57年度事業の一つとして（病害

虫緊急対策研究会協賛)，6月3，4日，高知市において

現地検討会（ミナミキイロアザミウマを中心として）を

開催した。

第1日目は，腰原(野菜試)，霞原(野菜試久留米)両委

員の司会のもとで研究会が開かれ下記講演が行われた。

（1）高知県におけるミナミキイロアザミウマの発生

の現状と問題点

高知県農林技術研究所松崎征美氏

（2）アジア南部のスリップス類一スリップス・パル

ミを中心として聖 光 学 院 工 藤 厳 氏

（3）ミナミキイロアザミウマの圃場内の分布と行動

習性

次号予告

次8月号は下記原稿を掲載する予定です。

侵入が警戒される重要糸状菌病

高山睦雄・君島悦夫・佐藤成良

〃重要細菌病小林敏郎・末次哲雄

〃重要ウイルス病長尾記明・西尾健

農家が参加する病害虫発生予察活動江村一雄

農薬登 録の最近の傾向上垣隆夫

場合，あるいは移植後極端な高温(30C以上)が続く

ことが予測される場合は使用をさけること。

（8）本剤の処理により，時に初期生育の抑制，葉

先枯れなどの薬害を生ずることもあるので，所定の使

用時期，使用量，使用方法を厳守すること。

毒性：粉剤参照

農林水産省野菜試験場久留米支場河合章氏

（4）ミナミキイロアザミウマの殺虫剤試験法

長崎県総合農林試験場西野敏勝氏

以上講演後梅谷（農技研）委員が座長となり，総合討

論が行われた。

第2日目はバス5台に分乗し，ハウス内でのスイカ，

ピーマン，ナス等の加害状況や防除薬剤試験区などの現

地視察を行い，午後3時高知駅前で解散。参加者約400

名。

○出版部より

☆『イネミズゾウムシの生態と防除』の増刷(増補)が出

来上がりました。本虫はここへ来て発生地域が急速に拡

大し，57年に入り新たに関東，東北など12県に発生，

北上して↓､ます。本書は54年に発行，品切れになって

いましたが，注文が相次ぎましたので，防除用農薬の項

を57年6月1日現在（最新）のものに，発生状況及び

被害状況の項を56年度資料に改めるなどして増刷した

ものです。ご注文下さい。定価（700円)，送料(170

円）は変更ありません。

☆『農薬要覧－1982年版』は8月刊行を目途に，現在校

正が進行中です。

等脚類の行動一ワラジムシ類はなぜ集合するか－

武 田 直 邦

フサライド剤の穂いもちに対する防除効果と残留濃度

山谷正治・小林次郎

ニカメイチュウの防除，発生と被害の4半世紀の動向

石 倉 秀 次

定期購読者以外の申込みは至急前金で本会へ

定価改訂1部5m円送料50円
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